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ハイパーセルの材質は高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）です。１回/年の公共機関による材質試験を実施し

ています。 

 ＨＤＰＥは、土木資材の素材として一般的な材料で、下記文献から、土木資材として十分な耐久性を有

していると確認・証明されています。 

 

 

＊特集：ポリエチレン系ジオメンブレン概説（ジオシンセチック技術情報 1996.11）より 

2） ポリエチレンの歴史と用途 

 ＨＤＰＥシートは、引張強さや引裂き強さ等の機械的特性並びに耐薬品性に優れていることから、廃棄物

最終処分場に使用されることが多い。欧米では 1980 年代初めから廃棄物最終処分場に本格的にＨＤＰＥ

シートシートを使用している。日本では 1980 年代末から使用されているが、近年廃棄物最終処分場の安全

性を厳しく問われるようになってから、その使用量が急増している。 

4） ＨＤＰＥシートの耐候性 

 屋外に暴露された状態で使用されるジオメンブレンスは、太陽光による光酸化を始め、温度、空気や様々

な環境要因により劣化が生じる。ＨＤＰＥシートの耐候性を改善するために 2～3％のカーボンブラックを添

加し、紫外線をジオメンブランスの表面で反射させ光から遮蔽することが最も効果的である。サンシャイン

ウエザーメーターを使用した促進試験の結果

を示す。 

 

サンシャインンウエザーメーターは一般に 300

～700 時間ていどの照射で１年に相当すると

いわれている。実測値ではバラツキがあるが、

10,000 時間の照射後も強度・伸度とも大きな

劣化の状態は示していない。 

 

 

 

 

ハイパーセルは、遮水シートと同じＨＤＰＥを使用し、カーボンブラックの添加量も 1.5～2％（重量比）です。 

 

 

＊審査証明実施機関 

一般財団法人土木研究所による 

１．技術要の概要 

『テンサー』は、ポリエチレンあるいはポリプロピレンの合成高分子性シートで（中略）です。 

３．審査証明の結果 

（4） 耐候性 

屋外、室内試験の結果によれば、実用上十分な耐候性、耐薬品性（衝撃後の耐薬品性を含む）、

および耐寒・耐熱性を有している。 

 

 

 

 


